
フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク等

使用ガイドライン
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最小使用サイズ

最小使用サイズとは、これ以上小さいサイズで使用するとつぶれ等が生じ

イメージを損なう可能性があるサイズです。図示のサイズは標準的な印刷を

想定した場合のシンボルマークの最小サイズの規定値です。これ以下のサイズ

では使用しないでください。DTPプリンタでの出力、ホームページなど解像度の

低い使用環境では、視認性、可読性を個別に考慮する必要があります。

シンボルマークは、フェアトレードタウンなごやのイメージを統一、形成する上で重要な視覚的要素です。この

シンボルマークは原則として、単独で使用されることはありません。フェアトレードタウンなごやのあらゆる

コミュニケーションでは、シンボルマークとロゴタイプが組み合わされたコンビネーションを中心に使用していきます。

（詳細は2ページ以降参照）シンボルマークを表示する場合は、必ずマスターデータを使用し、正確に再現してください。

シンボルマーク

向かい合うシャチホコの口が葉となりハートの花を咲かせ、

さらに空間で大きなハートが広がっています。

そのハートは生産者を思いやる優しさを表現しています。

名古屋を象徴するシャチホコをモチーフとすることで、名古屋の

地でフェアトレードの精神が開花することを表現しています。

デザインコンセプト
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応援メッセージあり

英文和文
タテ組

最小使用サイズ最小使用サイズ

シンボルマークとロゴタイプを視覚的なバランスを考慮して組み合わせたものです。フェアトレードタウンなごや

応援ロゴマークには、応援メッセージありとなしの2パターンのデザインがあります。使用する媒体やデザインに

応じて、適切なタイプを使用してください。ロゴマークを表示する場合は、必ずマスターデータを使用し正確に

再現してください。

フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク



応援メッセージあり
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ヨコ組

最小使用サイズ

最小使用サイズ

和文

英文

フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク



英文和文

応援メッセージなし

タテ組
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最小使用サイズ最小使用サイズ

フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク



応援メッセージなし

ヨコ組
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最小使用サイズ

最小使用サイズ

和文

英文

フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク



特例デザイン
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この特例デザインは、ボールペン等の小さな媒体でロゴマークの使用が難しい場合に限り使用できます。

特例デザインを表示する場合は、必ずマスターデータを使用し、正確に再現してください。

応援メッセージあり

応援メッセージなし 最小使用サイズ

最小使用サイズ

和文

英文

最小使用サイズ

最小使用サイズ

和文

英文

フェアトレードタウンなごや応援ロゴマーク



7

●CMYK（プロセスカラー印刷）

　C40%＋M40%＋Y100%＋K0%

●sRGB（パソコンモニタ表示）

　R171＋G149＋B29

●DIC  242

●PANTONE  111C／111U

FAIR TRADE TOWN NAGOYA_

GOLD_4C

●CMYK（プロセスカラー印刷）

　C0%＋M100%＋Y100%＋K0%

●sRGB（パソコンモニタ表示）

　R230＋G0＋B18

●DIC  198

●PANTONE  185C／185U

FAIR TRADE TOWN NAGOYA_

RED_4C

●CMYK（プロセスカラー印刷）

　K100%

●sRGB（パソコンモニタ表示）

　R35+G24+B21

●DIC  582

●PANTONE  Black C／Black U

FAIR TRADE TOWN NAGOYA_

BLACK_1C

シンボルマーク及びロゴマークを表現する上で、基準となるカラーです。

カラー
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カラータイプ モノクロタイプ ネガティブタイプ

シンボルマーク及びロゴマークの表示は、原則カラータイプが基本です。カラータイプでの表示が不可能な場合に限り、

モノクロタイプ／ネガティブタイプの使用が可能です。

※この規定は、その他のデザインにも適用されます。

カラー適応
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10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

シンボルマーク及びロゴマークの視認性・可読性を確保するため、背景色の使用範囲を規定しました。

使用する媒体やデザインに応じて、適切なタイプを使用してください。

※この規定は、その他のデザインにも適用されます。

カラースケール
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各要素のバランスを変えてはいけない

近似色による背景色で表示してはいけない アウトライン表示をしてはいけない

色を変えてはいけない

ロゴタイプを変えてはいけない

影をつける等の加工表現をしてはいけない

他の要素を加えてはいけない

変形・回転させてはいけない

フェアトレードタウン
なごや

シンボルマーク及びロゴマークを使用する場合、下図のような使い方はできません。

※この規定は、その他のデザインにも適用されます。

使用禁止例
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クリアスペースとは、シンボルマーク及びロゴマークをいかなる場合でも、常に正しい形で表示するために

周囲に一定のスペースを確保し、そのスペース内に他の要素や紙面の端が入らないように規定したものです。

正確に理解して、状況や用途に応じて対処してください。

クリアスペース

シンボルマーク ロゴマーク

タテ組

ヨコ組

特例デザイン

タテ組、ヨコ組、特例デザインごとに以下のクリアスペースを確保してください。（以下は「応援メッセージあり・和文」の例です。）

0.12X

0.12X

X

0.12X 0.12X
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他の視覚的要素からの影響を受けないよう、

周囲に一定の余白を確保したクリアスペー

スを設置し、スペース内に他の要素が入らないよう

にします。濃い背景でネガティブタイプを使用しな

い場合、このクリアスペースを設置して表示してく

ださい。他の視覚的要素からの影響を受けな

いよう、周囲に一定の余白を確保したクリア

スペースを設置し、スペース内に他の要素が

入らないようにします。濃い背景でネガティ

ブタイプを使用しない場合、このクリアスペ

ースを設置して表示してください。他の視覚

的要素からの影響を受けないよう、周囲に一

定の余白を確保したクリアスペースを設置し

、スペース内に他の要素が入らないようにし

ます。濃い背景でネガティブタイプを使用し

クリアスペースを確保し、

レイアウトする

強い図形やパターンを

背景として表示する

クリアスペースを確保し、

レイアウトする

クリアスペース内に

文字などの他の要素が入る
複雑な写真を背景として表示する

クリアスペースを確保し、

レイアウトする

複雑な写真を背景として表示する

煩雑な背景を避け、カラースケールに基づき

ネガティブタイプを使用する

他の視覚的要素からの影響を受けないよう、

周囲に一定の余白を確保したクリアスペー

スを設置し、スペース内に他の要素が入らな

いようにします。濃い背景でネガティブタイプ

を使用しない場合、このクリアスペースを設

置して表示してください。他の視覚的要素か

らの影響を受けないよう、周囲に一定の余白

を確保したクリアスペースを設置し、スペー

ス内に他の要素が入らないようにします。濃

い背景でネガティブタイプを使用しない場合、

このクリアスペースを設置して表示してくだ

さい。他の視覚的要素からの影響を受けない

よう、周囲に一定の余白を確保したクリアス

ペースを設置し、スペース内に他の要素が入

らないようにします。濃い背景でネガティブタ

クリアスペース内に個性の強い図形や文字等を配置してしまうと、シンボルマーク及びロゴマークの独自性や

機能性が損なわれてしまい、正しくイメージを伝達することができません。規定どおりにクリアスペースを確保

し、表示してください。下図に示すのは、解決例の一例です。

※この規定は、その他のデザインにも適用されます。

クリアスペース／禁止例と解決例


